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 今回、学生から得たコメントに基づく授業改善を実施した授業科目は、平成 17 年度に教養教育
運営機構で開講した宇宙と地球の科学（石のはなし）である。この科目の受講者数は文化教育学
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今回、授業改善に資すると考えられ、提案した観点は以下に示す 6 つであった。 
 
・講義のスピードは適切ですか？（第 3 回） 
・他の教養教育科目より難しいですか？（第 4 回） 
・講義を分かり易くする方法として何かありますか？（第 4 回） 
・講義全体についての意見があれば教えてください（第 6 回） 
・PowerPoint の使い方は適切ですか？（第 9 回） 
・講義全体についての意見があれば教えてください（最終回） 
 


















授業評価アンケート結果  実際の出席率 
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 第 3 回目の授業において「講義のスピードは適切ですか？」とする質問を行った。これは 3 回目で
あれば講義の進め方や話すスピードなどを学生が大体把握できたと考え、修正が必要であれば早
めに対応するべきであると判断したため設定した。コメント回答者は１53 名であった。回答結果を速













図 2 講義スピードに関する学生コメント結果 
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図 4 学生コメントの結果 
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ために、さらに詳しい使用法について第 9 回目に尋ねた（図 6）。従来のスライドは画像と解説文を
別々に示していたが、同時に表示した方が理解が進むと考えてその方法を試みた感想についてコ





















図 5 講義全体に対するコメント結果 図 6 パワーポイントのスライドについて 
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 これらの授業改善を実施後、最終回の授業で第 6 回目と同様の「講義全体についての意見があ
れば教えてください」という項目を設定した。回答した学生は 140 名であった。最も多かったコメント
は特になしであり、43.6%を占めている。次いで分かりやすかったが 25%、プロジェクターが良かった
が 14.3%、講義内容に関する質問や難易度、実物提示に関するコメントが 4.3%であった（図 7）。プ

































図 7 講義全体に対するコメント結果（２） 図 8 授業評価アンケートの黒板・OHP 等の
使い方は効果的だったの結果 
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図 9 授業評価アンケートの授業は良くまとまっていた（左）と分かりやすくする工 
夫が感じられた（右）とする項目の回答 
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が、それを頻繁に繰り返すと目がチカチカすると受講者から苦情がでてしまう。この点についても施
設課の協力を得て、黒板と平行の列毎にライトの消灯が出来るように改良していただいた。残る課
題としては全ての教室に液晶プロジェクターや音声マイクを常備しておくことであるが、これには予
算的な問題もあり未だ対応できていないようである。 
 
 
6. おわりに 
 
 今回、学生からコメントを集約し、それを授業改善に役立てる試みを行った。結果だけ見ればその
効果は少なからずあったようである。一方で、自らの授業に改善する点が多く存在することに改めて
気づかされた。その意味でも学生からのコメントや授業評価アンケートに耳を傾けるのは決して無駄
ではないと思われる。最後に今回の試みを通して、授業改善とは教員だけが行うものではなく、教
務課や施設課の協力、また当然ではあるが受講者である学生本人の協力無くしては達成できない
ものであることがわかった。佐賀大学では既に多くの教員が授業評価アンケートを実施しているが、
その利活用については検討段階にとどまっている。6 年間蓄積されたデータを無駄にしないために
も、多くの教員が積極的に授業改善に取り組む姿勢が必要に思われる。 
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